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未来を担う人材を育てる佐賀県唐津湾ワカメ養殖体験プロジェクト
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１．プロジェクト概要
⚫ 唐津市立佐志小学校を対象に、「からふさ研究会」（佐賀玄海漁業協同組合唐津統括支所 組合員有
志）が40ｍロープへのワカメの種糸巻き付け・収穫体験を実施。唐津市・九州大学・日本航空
（株）九州支社も参画し、座学講義や海岸清掃活動等を実施。

⚫ R4年度より、ブルーカーボンによる地球温暖化対策も目的に、設置したロープのうち収穫体験に1本
を使用し、残りは海中に残置する取り組みを開始（残置数の実績：R4年度 2本、R5年度 8本）。

⚫ R4年度は岸際のみ、R5年度は岸際と沖合にロープを設置。

ワカメ養殖体験
プログラム
（種付け・収穫）

ワカメ養殖(漁業) ⚫ 過年度より、佐賀玄海漁業協同組合唐津統括支所が40ｍロープを使用したワカメ養殖を実施
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養殖体験（沖合6本）
R5年度設置・全て残置

養殖体験（岸際3本）
R4・R5年度設置

1本収穫体験・2本残置

養殖（漁業）
過年度より設置

※申請はR4・R5年度

佐志小学校

佐賀玄海漁協 唐津統括支所
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１．プロジェクト概要

⚫ワカメの種糸巻き付けは秋（11月）に実施し、R4年度に3本（岸際）、R5年度に9本（岸際3本、沖合6本）
のロープを設置した。

⚫ワカメが生長した冬（2月）には収穫イベントを実施し、岸際の1本を陸に引き上げて小学生や先生方に収
穫・お持ち帰りいただいている。それ以外のロープは、ワカメが脱落するまで海中に残置している。

＜R4年度収穫体験（R5.2.16）の様子＞ ＜R5年度収穫体験（R6.2.20）の様子＞

ワカメ養殖体験プログラムの内容



3

１．プロジェクト概要 出典：唐津市ホームページ
https://www.city.karatsu.lg.jp/kouhou/shise/koho/pressrelease/documents/060209_02sasisyou-jal-kyudai.pdf
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１．プロジェクト概要
出典：唐津市立佐志小学校ホームページ
https://www.education.saga.jp/hp/sashi-e/?gallery_detail=20240220-
%EF%BC%95%E5%B9%B4%E7%94%9F%E3%83%AF%E3%82%AB%E3%83%A1%E5%8F%8E%E7%A9%AB%E7%92
%B0%E5%A2%83%E5%AD%A6%E7%BF%92



２．養殖ロープに関する資料
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⚫ 本プロジェクトにおいて、ワカメの「養殖体験プログラム」及び「漁業養殖」では、いずれも佐賀玄海漁業協同
組合唐津統括支所が調達する40ｍのロープを使用している。

⚫ 本申請における養殖ロープの本数及び長さは以下に示すとおりであり、根拠資料をp6～9に示す。

■ロープ長の算定

①養殖ロープの本数：

方法論1（R5年度）… 66本

（内訳）

ワカメ養殖体験プログラム（残置分）：8本（根拠：p6）

ワカメ養殖体験プログラム（収穫分）：1本（根拠：p6）

ワカメ養殖(漁業） ：57本（根拠：p7,8）

方法論2（R4年度）… 44本

ワカメ養殖体験プログラム（残置分）：2本（根拠：p6）

ワカメ養殖体験プログラム（収穫分）：1本（根拠：p6）

ワカメ養殖(漁業） ：41本（根拠：p7,9）

②養殖ロープの長さ：40m／本（根拠：p8,9）

→方法論1（R5年度） ①×②＝2,640m

方法論2（R4年度） ①×②＝1,760m

養殖ロープの設置イメージ

養殖ロープの設置状況 (R6.3.19)

(１) 概要



２．養殖ロープに関する資料
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⚫養殖体験プログラムでは、R4年度に3本
（岸際）、R5年度に9本（岸際3本、沖合
6本）を設置。

⚫設置本数の根拠として、イベント実施日
やワカメの刈り取り調査時の現地写真に
より、ロープ本数をカウント可能。

(２) 養殖体験プログラムのロープ



２．養殖ロープに関する資料
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⚫漁業養殖のロープは、地上解像度40～50cm
の衛星画像を使用して養殖ロープの計数及
びロープ長の計測を行った。

＜R5年度＞
2024/3/29撮影
WorldView-2衛星（アメリカ）
地上解像度40cm

<R4年度>
2023/2/1撮影
Pleiades-HR衛星（フランス）
地上解像度50cm

⚫オリジナル画像では海面に浮かぶロープ・
ブイの判別が困難であったため、Esri社
ArcGIS ProやAdobe社Adobe Lightroomを
用いてコントラスト・彩度等の画質を調整
した上で画面上で視認可能なロープを計数
した結果、R5年度で57本（p8）、R4年度で
41本（p9）となった。

(３) 漁業養殖のロープ R5年度：2024/3/29撮影 WorldView-2衛星（アメリカ） 地上解像度40cm

R4年度：2023/2/1撮影 Pleiades-HR衛星（フランス） 地上解像度50cm



２．養殖ロープに関する資料
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画質調整を行い57本を確認。ロープ長はEsri社ArcGIS Proより40ｍであることを確認

＜R5年度＞



２．養殖ロープに関する資料
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画質調整を行い41本を確認。ロープ長はEsri社ArcGIS Proより40ｍであることを確認

＜R4年度＞



３．水揚量・残置量に関する資料

(１) 調査実施状況

ワカメの収穫体験

調査項目 調査内容 調査日

湿重量調査

※ワカメ養殖体験分

岸際 収穫イベント時にロープ1ｍ分のワカメを刈り取り、湿重量を計測 R6.2.20（火）

沖合
ロープ1ｍ分のワカメを2サンプル刈り取り、湿重量を可食部／不
可食部別に計測

R6.3.2（土）

岸際のワカメの状況 岸際ワカメの湿重量計測

沖合ワカメの刈り取り ワカメの可食部／不可食部選別 沖合ワカメの湿重量計測 10

⚫ 本プロジェクトによるワカメのCO2吸収量を算定するため、ロープ単位長あたりのワカメの湿重量を測定する
ための現地調査を実施した。



３．水揚量・残置量に関する資料
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⚫ ワカメの刈り取りは地図中の①（岸際）及び②③
（沖合）の3箇所で実施した。



(２) 調査結果

種 別 単位長あたり湿重量（kg/m） 可食部と不可食部の構成割合

岸 際 サンプル① 10.7

沖 合

サンプル②
可食部 2.6

計 11.9
沖合平均

14.6

21.8 % 可食部
22.9 ％

不可食部
77.1 ％

不可食部 9.3 78.2 %

サンプル③
可食部 4.1

計 17.3
23.7 %

不可食部 13.2 76.3 %

３サンプルの平均湿重量 13.3

⚫ 刈り取りを行った３サンプルの単位長あたり平均湿重量は13.3kg/ｍであり、40ｍロープ1本あたりの湿重量に
換算すると、0.532t／本（13.3kg/m×40ｍ）となった。

⚫ 水揚量は、方法論1（R5年度）及び方法論2（R4年度）ともに、3サンプルの平均湿重量（0.532t／本）に水揚
げしたロープ本数を掛けて算定した。

⚫ 残置量は、方法論1（R5年度）では岸際及び沖合に残置したため3サンプルの平均湿重量を適用し、方法論2
（R4年度）では岸際のみに残置したため岸際サンプルの湿重量（10.7kg/m×40ｍ＝0.428t／本）を適用し、そ
れぞれに残置したロープ本数を掛けて算定した。
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３．水揚量・残置量に関する資料

■水揚量の算定根拠

①単位ロープ長あたりのワカメの湿重量：
方法論1（R5年度）・方法論2（R4年度）共通 … 0.532t／本

②水揚げしたロープの本数：
方法論1（R5年度）… 58本 ※養殖体験(収穫) 1本＋養殖(漁業) 57本

方法論2（R4年度）… 42本 ※養殖体験(収穫) 1本＋養殖(漁業) 41本

→方法論1（R5年度） ①×②＝30.856 t
方法論2（R4年度） ①×②＝22.344 t

■残置量の算定根拠

①単位ロープ長あたりのワカメの湿重量：
方法論1（R5年度）… 0.532t／本
方法論2（R4年度）… 0.428t／本

②残置したロープの本数：
方法論1（R5年度）… 8本
方法論2（R4年度）… 2本

→方法論1（R5年度） ①×②＝4.256 t
方法論2（R4年度） ①×②＝0.856 t


